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重要取組シート 

取組項目 生物多様性と生活環境の保全 

現状・課題 

○関係法令や堺市基本計画 2025、堺環境戦略に基づき、市民の自然との共生や市

民の生活環境を保全するため、生物多様性の認知度向上、大気・水質・土壌の保

全、騒音・振動・悪臭等への対応及び産業廃棄物の適正処理の確保を行う。 

○クビアカツヤカミキリによる市域での樹木被害が拡大していることから、同昆虫

に対する市民の認識の向上や対策強化が必要である。 

○事業者に対する法令遵守指導については、高度な専門性も必要となることから、

行政の対応力を確保、向上させる取組を行っている。 

○公害に関する通報等の件数は年間 400～450 件程度で推移しているが、環境に

対する市民意識の高まりに呼応して年々その内容が複雑化していることが課題で

ある。 

○今後、アスベスト含有建材を使用した建築物の解体がピークを迎える中、関係法

令が順次見直され、規制強化されている。 

○民間建築物の解体等の工事に対し、法令に基づく規制、指導を適正に行う必要が

あるほか、災害時の倒壊建築物からのアスベスト飛散対策や、令和 5年度に改定

した「堺市公共建築物等におけるアスベスト含有建材点検・管理マニュアル」に

基づく市有建築物のアスベスト含有建材の適正な点検管理を、確実に定着させる

必要がある。 

取 組 の 

内  容 

○生物多様性・堺プランに基づき、ウエブサイト「堺いきもの情報館」を活用した市

民との情報受発信等による生物多様性の普及啓発を実施する。 

○「クビアカツヤカミキリに係る庁内連絡調整会議」をもとに、庁内連携を強化す

る。また、広報さかいや市 HP 等による積極的な周知を実施するほか、イベント

の開催等により、市民と連携した取組を推進する。 

○環境法令に基づく工場・事業場への立入調査や検査、届出指導等、通常時におけ

る事業者指導により知識の蓄積を行うことに加え、大阪府が実施する研修への参

加や他自治体との意見交換・情報共有を積極的に行うことで、職員一人一人の専

門性を高める。 

○複雑な指導事案については、解決に向け、必要に応じて部局を跨った連携やリー

ガルチェックも行い、慎重かつ着実に取り組む。 

○市 HP や広報紙を通じた啓発の実施や法令の改正にあわせて事業者へ通知を発出

する等の情報提供を行い、事業者の環境法令遵守等を図ることで、違反事案等の

発生を抑制する。 

○市有建築物のアスベスト含有建材について、施設管理者等に研修を行い、「堺市公

共建築物等におけるアスベスト含有建材点検・管理マニュアル」に基づき適正に

点検管理する。 

○今後、アスベスト含有建材を使用した建築物の解体がピークを迎える中、届出の

有無にかかわらず、立入検査を実施するなど法令に基づく規制、指導を適正に行

う。 

○「堺市災害時アスベスト飛散防止マニュアル（素案）」に基づく災害対応の充実に

努め、災害時のアスベスト飛散を抑止する。 

環境局 環境保全部 
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前期 

（～7月） 

□クビアカツヤカミキリに係る市 HP の充実、周知用リーフレット、広報さかいに

よる周知（4～６月） 

□市民向け外来生物駆除イベントの実施（予定）（6～7月） 

□大阪府が実施する各種法令に係る研修への参加（4～1月） 

□前年度の苦情件数の集計を実施（4～６月） 

□令和 6年度第１回堺市アスベスト対策推進本部会議の開催（５月） 

□職員向けアスベスト研修会の開催（7月）及び点検管理の依頼（7・2月） 

□環境法令に係る規制内容や手続き等について市 HPに掲載（通年） 

□各種団体等が実施するセミナー等において講師として職員を派遣（通年） 

□法令改正等にあわせて事業者へ通知を発出（適宜） 

□「クビアカツヤカミキリに係る庁内連絡調整会議」における取組の実施（通年） 

□堺市アスベスト対策推進本部・各部会（飛散対策部会、健康対策部会、啓発・研修

部会、市有建築物対策部会）における取組の実施（通年） 

中期 

（～11月） 

□クビアカツヤカミキリ防除講習会の実施（9～11月） 

□各種法令に係る大都市会議への参加（9～11月） 

□広報さかいによる啓発の実施（10月） 

後期 

（～3月） 

□アスベスト関係業務に従事する職員向けの専門的な内容の研修の実施（1月） 

□令和 6年度第２回堺市アスベスト対策推進本部会議の開催（2月） 

次年度 

以降 

□クビアカツヤカミキリの効果的な防除に向け、引き続き大阪府、庁内関係部署や

市民と連携した取組を進める。 

□民間建築物の解体等工事に対する規制、指導や市有建築物のアスベスト含有建材

の適正管理、市民・事業者に対する石綿検診やアスベストに関する知識等の周知

等、定常的な取組を継続する。 

□災害時のアスベスト飛散対策に関しては、継続して対応力強化を進める。 

進
捗
の
状
況 

前期 

（～7月） 

□クビアカツヤカミキリに係る市 HP の充実、周知用リーフレット、広報さかいに

よる周知（4～7月） 

□市民向け外来生物駆除イベントの実施（6月） 

□大阪府が実施する各種法令に係る研修への参加（4～9月） 

□前年度の苦情件数の集計を実施し、大阪府に報告（4月） 

□堺市アスベスト対策推進本部・4部会（飛散対策部会、健康対策部会、啓発・研修

部会、市有建築物対策部会）合同会議の開催（4月） 

□令和 6年度第 1回堺市アスベスト対策推進本部会議の開催（５月） 

□職員向けアスベスト研修会の開催（7月）及び点検管理の依頼（7月） 

□環境法令に係る規制内容や手続き等に関する市 HPの情報を更新（5・6・7月） 

□民間事業者が実施する環境セミナー（産業廃棄物の適正処理について）において

講師として職員を派遣（6月） 

□クビアカツヤカミキリに係る庁内連絡調整会議の開催（５月） 

□クビアカツヤカミキリ防除講習会の実施（６月） 
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中期 

（～11月） 

□クビアカツヤカミキリに係る庁内連絡調整会議の開催（９月） 

□各種法令に係る大都市会議への参加（10～11月） 

□広報さかいによる啓発の実施（野焼き）（10月） 

□大阪府が実施する各種法令に係る研修への参加（1０～11月） 

□堺市アスベスト対策推進本部・4部会（飛散対策部会、健康対策部会、啓発・研修

部会、市有建築物対策部会）合同会議の開催（11月） 

□環境法令に係る規制内容や手続き等に関する市 HPの情報を更新（9・10月） 

 

後期 

（～3月） 
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